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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
認
知
症
傾
向
の
あ
る
受
刑
者
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

「
受
刑
者
に
対
す
る
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
等
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
付
け
法
務
省

矯
成
第
九
百
五
十
四
号
法
務
省
矯
正
局
成
人
矯
正
課
長
・
矯
正
医
療
管
理
官
通
知
）
に
基
づ
く
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。
）
は
、
全
受
刑
者
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
な
い
た
め
、
認
知
症
傾
向
が
あ
る

（
検
査
の
得
点
が
基
準
点
以
下
で
あ
る
と
き
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
受
刑
者
の
全
人
数
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
平
成
三
十
年
に
、
札
幌
刑
務
所
、
宮
城
刑
務
所
、
府
中
刑
務
所
、
名
古
屋
刑
務
所
、
大
阪
刑
務
所
、
広
島
刑
務
所
、

高
松
刑
務
所
及
び
福
岡
刑
務
所
に
入
所
し
た
受
刑
者
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
刑
事
施
設
に
入
所
し
た
時
点
で
の
年
齢
が
六
十
歳

以
上
の
も
の
九
百
四
名
を
対
象
と
し
て
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
認
知
症
傾
向
が
あ
る
者
は
百
九
名
で
あ
っ
た
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
負
担
は
ど
れ
ほ
ど
」
及
び
「
従
事
時
間
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
刑
務
官
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
認



 

２ 

 

知
能
力
や
身
体
機
能
の
低
下
し
た
受
刑
者
に
対
し
、
食
事
、
入
浴
等
の
日
常
生
活
の
介
助
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
高
齢
入

所
受
刑
者
（
刑
事
施
設
に
入
所
し
た
時
点
で
の
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
受
刑
者
を
い
う
。
）
の
人
員
数
が
平
成
十
年
以
降

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
刑
務
官
の
業
務
負
担
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
た
め
、
法
務
省
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
刑
務
官
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
受
刑
者
の
介
護
体
制
の

充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
度
予
算
に
お
い
て
、
介
護
福
祉
士
八
人
分
の
非
常
勤
職
員
手
当
及
び
介
護
専
門
ス
タ
ッ

フ
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
職

員
初
任
者
研
修
課
程
を
修
了
し
た
者
等
を
い
う
。
）
四
十
二
人
分
の
賃
金
を
経
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
認
知
症
が
進
行
し
た
受
刑
者
に
つ
い
て
・
・
・
刑
の
執
行
停
止
が
行
わ
れ
た
事
実
」
及

び
「
過
去
五
年
間
の
件
数
等
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
刑
の
執
行
停
止
に

関
し
て
そ
の
事
由
別
の
統
計
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
移
行
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法



 

３ 

 

律
第
五
十
号
）
に
基
づ
き
、
認
知
症
の
受
刑
者
に
つ
い
て
も
、
そ
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
上
の
措

置
を
執
る
な
ど
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
刑
事
施
設
の
長
の
職
権
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
高
齢
又
は

障
害
に
よ
り
特
に
自
立
が
困
難
な
矯
正
施
設
収
容
中
の
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
保
護
、
生
活
環
境
の
調
整
等
に
つ
い
て
」

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
法
務
省
保
観
第
七
号
法
務
省
矯
正
局
長
・
保
護
局
長
通
達
）
に
基
づ
く
特
別
調
整

（
以
下
「
特
別
調
整
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
受
刑
者
が
特
別
調
整
の
対
象
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を

そ
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
対
象
者
に
改
善
更
生
の
意
欲
が
あ
る
こ
と
が
円
滑
な
社
会
復
帰
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
認
知
症
の
受
刑
者
を
含
め
、
高
齢
又
は
障
害
を
有
す
る
等
の
理
由
に
よ
り
円
滑
な
社
会

復
帰
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
受
刑
者
に
対
し
、
「
社
会
復
帰
支
援
指
導
（
一
般
改
善
指
導
）
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
二

十
九
年
八
月
二
十
四
日
付
け
法
務
省
矯
成
第
二
千
三
百
十
一
号
法
務
省
矯
正
局
成
人
矯
正
課
長
通
知
）
に
基
づ
く
社
会
復
帰

支
援
指
導
の
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
各
刑
事
施
設
に
お
い
て
実
施
し
、
基
本
的
生
活
能
力
、
社
会
福
祉



 

４ 

 

制
度
に
関
す
る
知
識
そ
の
他
の
社
会
適
応
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
出
所
後
、

必
要
に
応
じ
て
福
祉
的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
健
全
な
社
会
生
活
を
送
る
た
め
の
動
機
付
け
を

高
め
、
特
別
調
整
等
に
つ
な
が
る
よ
う
促
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
よ
う
な
形
で
の
統
計
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


